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令和３年度第８回庁議提案 審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和３年７月２０日 

                    担当部・課：産業部水産課〔内線３５１４〕 

 

① 件  名 

 

（仮称）石巻くじら振興協議会の設立について 

 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

   これまで、本市は商業捕鯨再開に向けた活動を実施してきたが、令和元年７月、およそ３０年

ぶりに商業捕鯨が再開された。 

  商業捕鯨の再開は、全国の鯨に縁のある自治体や関係者の悲願であったが、商業捕鯨禁止の期

間の影響は大きく、捕鯨への理解の低迷、鯨食離れが進んでいる。 

   

【目的】 

捕鯨に関する活動を強化するため、捕鯨への理解促進、鯨食普及の活動を実施する任意団体を

設立し、捕鯨産業を将来に渡って維持するとともに、後世に鯨食文化を継承していく。 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

 なし 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第３章 地域資源を活かして元気産業を創造するまち 

  第３節 持続的な水産業の発展を図る 

    ５  捕鯨の再開と鯨食文化の維持継承を図る 

 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 
 

昭和６３年    商業捕鯨禁止  

平成３０年１２月 日本政府が国際捕鯨委員会（ＩＷＣ）を脱退 

令和 元年 ７月 商業捕鯨再開 

⑤ 主な内容 

  

（仮称）石巻くじら振興協議会を設立する。 

 

１ 構成員   行  政   石巻市、石巻市教育委員会、宮城県 

        水産関係団体 石巻市水産振興協議会、石巻魚市場（株）、 

石巻市水産加工業協同組合、牡鹿漁業協同組合 

地元捕鯨会社（鮎川捕鯨、外房捕鯨） 

         商工団体   石巻商工会議所、石巻市牡鹿稲井商工会 

（一社）石巻観光協会、（一社）石巻観光推進機構、 

               （一社）鮎川まちづくり協会、石巻料理店組合、 

                牡鹿半島旅館民宿業組合 等 
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２ 活動内容 ・捕鯨産業の理解促進活動、鯨食普及活動 

・令和３年度は、石巻市と共同主催で「全国鯨フォーラム２０２１石巻」を開催 

 

全国鯨フォーラム２０２１石巻 開催内容（案）※協議会設立後に決定 

開催日 令和３年１１月１７日 【鯨フォーラム】 

                         基調講演、震災復興報告と御礼、 

パネルディスカッション、アトラクション 

１８日 【エクスカーション（現地視察）】 

ホエールランド、捕鯨会社等見学 

 

令和３年１１月中   【市民向け行事】 

捕鯨企画展、飲食店による鯨フェア、 

市民向け鯨ツアー等 

 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

【影響・効果】 

  市内の関係団体を構成員とした活動組織を設立することにより、活動が強化され、効果的な事

業実施が可能となる。 

 

【事業計画額】 

（仮称）石巻くじら振興協議会 予算  ８，０００千円 

 

【財源】 

  市負担金（捕鯨政策推進費） 当初予算 ６，０００千円 

  水産庁補助金（持続的利用調査等事業）  ２，０００千円 

  

 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

  

他自治体の捕鯨に関する任意団体 

  釧路くじら協議会、網走くじら協議会、和田浦くじら食文化研究会 女将さんの会、 

太地町くじらと自然公園の町づくり協議会、下関市鯨肉消費拡大推進協議会、 

下関・長門鯨文化交流事業推進協議会、下関・長門くじら食文化を守る会 

  

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

令和３年 ７月下旬 （仮称）石巻くじら振興協議会設立 

８月上旬 水産庁補助金申請 

１１月  鯨フォーラム及び関連イベント開催 

⑨その他 

 

 

 

 


